
・

・

・

・

・

・

幹事部局

令和４年度

施策評価シート

施策の現状
に対する評価

今後の取組
の方向性

施策の名称

施策の目的

土木部

道路の効率的・計画的な整備や維持管理により、県民の安心・安全、快適な日常生活や産
業活動を確保します。

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

① （幹線道路網・生活道路の整備）
県内の国道・県道の２車線改良率は令和２年４月現在で69.8％と、全国平均77.5％を依然
として下回っているが、令和３年度は、高速道路と市町村中心部間や県内外の都市間をつな
ぐ骨格幹線道路の５工区、幹線道路・生活関連道路の３５工区を新たに供用開始した。残っ
ている狭隘な区間や線形の悪い区間の整備が課題である。

② （道路施設の維持管理）
５年に１回の定期点検が義務づけられている橋梁・トンネル等については、点検結果に基づき
計画的に修繕工事を行っており、老朽化対策が確実に進みつつある。しかしながら、健全度
Ⅲの橋梁の修繕率は令和４年３月現在で56.0%の状況であり、早期の対策完了に向けた予
算確保が課題である。
道路パトロールや舗装の点検・修繕を計画的に行った結果、令和２年度以降は、道路管理瑕
疵（穴ぼこ）による事故件数を年間１件以下に抑えることができている。一方、道路の異常を
道路利用者から早期に通報してもらうための「パトレポしまね」のダウンロード数は微増傾向に
ある。

① （幹線道路網・生活道路の整備）
骨格幹線道路について集中投資を行うとともに、幹線道路・生活関連道路の整備にあたって
は、道路の目的や地域特性に応じて、既存施設の有効活用を基本とする１．５車線的改良を
はじめ様々な整備手法を組み合わせることにより、効率的・効果的に事業を行い、整備の進
捗を図る。

　※　１．５車線的改良・・・地域の地形や道路の利用状況等を考慮し、待避所の設置、
　　　　　　　　　　　　　　　　突角せん除などの改良や１車線・２車線を適度に組み合わせ、
　　　　　　　　　　　　　　　　早期に通行の安全や一定の走行速度を確保できる道路改良
　　　　　　　　　　　　　　　　の手法

② （道路施設の維持管理）
橋梁・トンネル等の老朽化対策について、国庫補助事業における優先支援の要件とされてい
る「新技術活用によるコスト縮減・事業の効率化」に取り組み予算の確保に努め、修繕を確実
に進捗させる。
落石や路面の陥没等、道路の異常を道路利用者から通報してもらうための「道と川の相談ダ
イヤル」と「パトレポしまね」について、コンビニや道の駅などへのチラシ配架や広報誌掲載等の
情報発信を行い、利用者の増加を図る。また、市町村との連携を検討する。
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施策の主なＫＰＩ

施策の名称 Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

ＫＰＩの名称
上段は目標値、下段は実績値 計上
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単位
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県代行市町村道路整備事業の進捗率【当該年
度３月時点】

早期に措置を講ずべき橋梁の修繕率【当該年
度３月時点】

道路管理瑕疵（穴ぼこ）による事故発生件数
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ハートフルしまね（道路）登録団体の活動率【当
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誰(何)を対象として どういう状態を目指すのか

1 県代行市町村道路整備事業
市町村中心部から遠い集落に居
住する住民

市町村中心部へのアクセス時間を短縮する。 78,358 309,105 道路維持課

2 道路維持修繕事業 道路利用者 道路を安全で快適に利用できる状態に維持する。 9,098,823 10,290,534 道路維持課

3 道路愛護意識等啓発事務 道路利用者・地域住民 道路を大切に利用する心を育てる。 26,558 29,123 道路維持課

4 骨格幹線道路整備事業 県民・道路利用者
高速道路と市町村中心部間や、県内外の都市間を、安全・
快適に移動できる道路空間の形成

4,997,629 8,297,290 道路建設課

5 幹線道路・生活関連道路整備事業 県民・道路利用者
各地域と生活圏中心都市間や、一定規模以上の集落と骨
格幹線道路・市町村中心部間を、安全・快適に移動できる
道路空間の形成

13,139,561 13,694,819 道路建設課

6 街路整備事業 市街地の街路利用者 街路整備により、都市内移動を安全で快適にする。 2,294,100 1,819,700 都市計画課
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事務事業の一覧

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理施策の名称

事務事業の名称
前年度の
事業費
（千円）

今年度の
事業費
（千円）

所管課名
目的



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

本事業区間には、硬質な地盤区間、公有水面埋め立てを伴う護岸整備区間を有するため、事業完了までに多くの期間と費用を
要する。

迅速な関係機関協議・申請手続きの実施、適切な施工管理による工事施工実施により事業進捗を図る。

「目的」の達成に
向けた取組による
改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と
なっている点

上記①（課題）が
発生している
原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の
方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値

令和４年度

県代行市町村道路整備事業

令和4年度の当初予算額

8,370

309,105

道路維持課

年 度
計上
分類

担 当 課

市町村中心部から遠い集落に居住する住民

上位の施策

上位の施策

過疎地域自立促進特別措置法、山村振興法又は半島振興法に基づき、基幹的な市町村道の新設および改築を道路管理者で
ある市町村に代わって県が行う県代行事業で整備することにより、市町村中心部から遠い集落に居住する県民の中心部へ通じ
る道路の供用を図る。

近傍の残土処理場の確保に加え、二方向からの工事施工を実施

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

87.0

令和元年度

93.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

市町村中心部へのアクセス時間を短縮する。

81.073.0

97.4 100.0 － － ％

累計値
75.0 81.0

2,153

78,358

令和3年度の実績額

単位

％
100.0

－達成率 －

68.0

上位の施策

令和4年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和3年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

進捗率（事業費ベース）
H30年度までの事業費/全体事業費＝1,497百万円/2,313百万円＝65％
R元年度までの事業費/全体事業費＝1,565百万円/2,313百万円＝68％
R2年度までの事業費/全体事業費＝1,688百万円/2,313百万円＝73％
R3年度までの事業費/全体事業費＝1,868百万円/2,313百万円＝81％

R3年度末の事業進捗率は、81％
引き続き交付金事業の予算を確保し、着実な事業進捗を図る。

計画区間全体が供用しなければ事業効果が発現せず、事業途中では県民に事業効果が見えにくいバイパス計画であるため、早
期の供用が必要である。

－

県代行市町村道路整備事業の進捗率【当該年度３
月時点】

ＫＰＩの名称



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

１．国庫補助事業において国から優先支援を受けるためには、「新技術活用によるコスト縮減・事業の効率化等」に関する数値目
標を長寿命化修繕計画に記載する必要があるが、現時点においては検討段階である。

２．庁舎内等のチラシ配架やポスター掲示などの情報発信にとどまっている。

１．橋梁・トンネル点検における新技術活用の試行結果を踏まえ、新技術の活用方針及びコスト縮減効果の数値目標を定め、長
寿命化修繕計画に記載する。

２．「パトレポしまね」を周知するために、コンビニや道の駅などへチラシ配架や広報紙への掲載等、情報発信を行う。
　　市町村との連携を検討する。

「目的」の達成に
向けた取組による
改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と
なっている点

上記①（課題）が
発生している
原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の
方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－

0.0

－

0.0

2

目標値

令和４年度

道路維持修繕事業

令和4年度の当初予算額

3,814,061

10,290,534

道路管理瑕疵（穴ぼこ）による事故発生件数【当該年
度４月～３月】

0.0

道路維持課

年 度
計上
分類

担 当 課

道路利用者

上位の施策

上位の施策

道路を安全で快適に利用できる状態に保つために、以下の取り組みを継続して実施する。
　・橋梁等の道路施設の老朽化対策（1巡目点検で健全性Ⅲ施設を修繕）を、R5年度までに完了。
　・道路パトロールにより変状等を早期に発見し、適切な修繕を迅速に実施。
　・安全で快適な道路空間を確保するために、除草その他の維持修繕を実施。
　・「パトレポしまね」「道と川の相談ダイヤル」の広報を実施。

落石や路面の陥没等、道路の異常を道路利用者から通報してもらえるよう「パトレポしまね」や「道と川の相談ダイヤル」の広報を
行った。また、老朽化対策の効率化を図るため、R3年度はトンネル点検においても新技術（ドローン点検・AI技術によるひび割れ
抽出）導入に係る実証実験を行った。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

76.0

令和元年度

100.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

3.0

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

道路を安全で快適に利用できる状態に維持する。

単年度
値

56.036.0

0.0 0.0
件

0.0 1.0

80.0 91.9 － － ％

累計値
45.0 61.0

4,073,617

9,098,823

令和3年度の実績額

単位

％
100.0

－達成率 －

23.0

上位の施策

令和4年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和3年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・道路法により、5年に1回の近接目視点検が義務付けられている橋梁やトンネルについては、点検結果に基づき計画的に修繕工
事を行っている。また、その他の道路施設（舗装、法面構造物）についても、点検要領等を策定して計画的に点検・修繕を行って
いる。
・道路の安全性に支障をきたす穴ぼこ等の異常を、速やかに発見し対処するために、路線（区間）の交通量に応じて週1～2回の
頻度で道路パトロールを実施している。　　〔事故件数〕 H29年度 1件、 H30年度 3件

１．R2年度に創設された道路メンテナンス補助事業を活用して、健全性Ⅲ施設をR5年度までに完了するよう対策を実施してい
る。
　　〔定期点検（R3年度）〕橋梁549橋、トンネル43本、ｼｪｯﾄﾞ･ｼｪﾙﾀｰ1基、大型カルバート6基、門型標識15基
　　〔修繕工事（R3年度）〕橋梁60橋、トンネル33本、ｼｪｯﾄﾞ･ｼｪﾙﾀｰ6基
２．舗装は、R2年7月に策定した舗装修繕計画に基づき、修繕を実施している。
　　〔修繕工事（R3年度）〕舗装23km
　　〔パトレポしまねのダウンロード数（累計）〕 2,894件（H29運用開始）、4,145件（H30）、4,773件（R1）、5,445件（R2）、5,972件
（R3）

１．R5年度までに対策を完了させるためには、国庫補助事業を最大限活用し、必要な予算を確保する必要がある。

２．道路パトロール以外の方法で、穴ぼこを早期に発見可能な「パトレポしまね」のダウンロード数は微増傾向である。

－

早期に措置を講ずべき橋梁の修繕率【当該年度３月
時点】

ＫＰＩの名称



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

令和4年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和3年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・登録団体数の増加。
・登録団体数と実働団体数
　　Ｒ元年度：　６６６団体（対前年度＋６）、うち実働５４７団体（８２．１％）
　　Ｒ２年度：　６７３団体（対前年度＋７）、うち実働５４２団体（８０．５％）
　　Ｒ３年度：　６７８団体（対前年度＋５）、うち実働５５８団体（８２．３％）

・登録団体数は着実に増加している。
・地域コミュニティの維持、企業の社会貢献等にも一役買っている。

・活動率はほぼ横ばい状態である。

－

ハートフルしまね（道路）登録団体の活動率【当該年
度３月時点】

ＫＰＩの名称

0

26,558

令和3年度の実績額

単位

％
90.0

－達成率 －

82.1

上位の施策

82.380.5

89.5 91.5 － － ％

単年度
値

90.0 90.0 90.0

令和元年度

90.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

道路を大切に利用する心を育てる。

令和４年度

道路愛護意識等啓発事務

令和4年度の当初予算額

0

29,123

道路維持課

年 度
計上
分類

担 当 課

道路利用者・地域住民

上位の施策

上位の施策

・ハートフルしまね（道路部門）では、道路を安全かつ快適に利用できるよう、清掃や美化等のボランティア活動に意欲を持つ団体
を認定し、協働していく。（保険加入、交付金等）
・道路愛護団体等表彰事務では、道路愛護意識の向上を図るため、道路愛護に貢献のあった個人及び団体を表彰する。

・熱中症対策としての飲料水を交付金対象に追加、上限額も見直している（１万円→１万５千円）。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

・構成員の高齢化、新型コロナウイルス感染症による活動控えで休眠状態の団体も見受けられる。
・制度が広く定着し、飽和状態にある。

・引き続き広報紙等の媒体を通じ、広く制度を周知する。
・優良団体に対する表彰のＰＲも行い、新規登録や活動継続の一助とする。
・希望する団体には団体名入りの表示板を活動地域の沿道に設置し、制度の周知と活動のモチベーション向上につなげる。
・長期にわたって活動実績がない団体については状況を確認し、必要に応じて登録名簿を整理する。

「目的」の達成に
向けた取組による
改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と
なっている点

上記①（課題）が
発生している
原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の
方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

令和4年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和3年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・県内の国・県道の改良率は、全国平均７７．５％に対し、６９．８％（全国３７番目）と大きく下回っている。（令和２年４月１日現在
の数値）

令和３年度は、下記工区が供用開始され、安全・快適に移動できる道路空間が新たに形成された。
　（主）川本波多線　多田～港工区
　国道３７５号　　　　粕淵工区
　国道４８８号　　　　落合工区
　など、５工区（骨格幹線道路）

・高速道路と市町村中心部間や県内外の都市間をつなぐ〝骨格幹線道路〟の整備が未完了であり、幅員狭小・線形不良区間
がある。

－

骨格幹線道路の改良率【当該年度３月時点】

ＫＰＩの名称

115,341

4,997,629

令和3年度の実績額

単位

％
97.0

－達成率 －

96.0

上位の施策

97.096.7

100.8 101.1 － － ％

累計値
96.0 96.0 97.0

令和元年度

97.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

高速道路と市町村中心部間や、県内外の都市間を、
安全・快適に移動できる道路空間の形成

令和４年度

骨格幹線道路整備事業

令和4年度の当初予算額

474,698

8,297,290

道路建設課

年 度
計上
分類

担 当 課

県民・道路利用者

上位の施策

上位の施策

高速道路整備によるストック効果を早期に全県に波及させるとともに、災害時や緊急時の輸送路として重要な役割を担う骨格幹
線道路における、幅員狭小・線形不良区間等の未整備区間について、国庫補助事業や交付金事業、県単独の道路整備事業費
を活用して２車線以上に整備する改良事業を推進する。
令和４年度は骨格幹線道路を0.2㎞供用する予定。

国に対し、必要な道路事業が着実に進められるよう、国庫補助事業や交付金などの予算を十分確保し、必要な事業が多く残さ
れた地方に重点配分されるよう要望を行った。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

・道路整備に必要な予算配分が出来るような、財源が確保出来ていない。

・国に対し、地域の実情に応じた予算が配分されるよう、より一層丁寧に状況を説明し、必要な予算が配分されるよう要望してい
く。
・従来の〝幹線道路〟から真に優先整備すべき道路を〝骨格幹線道路〟として選択し、集中投資を行う。（新たな道路整備計
画「島根の『つなぐ道プラン２０２０』」において公表済。）

「目的」の達成に
向けた取組による
改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と
なっている点

上記①（課題）が
発生している
原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の
方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

・道路整備に必要な予算配分が出来るような、財源が確保出来ていない。

・国に対し、地域の実情に応じた予算が配分されるよう、より一層丁寧に状況を説明し、必要な予算が配分されるよう要望してい
く。
・道路の目的や地域特性に応じ、既存施設の有効活用を基本に、１．５車線的改良をはじめ様々な整備手法を組み合わせること
により、効率的・効果的な道路整備に取り組む。

「目的」の達成に
向けた取組による
改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と
なっている点

上記①（課題）が
発生している
原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の
方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値

令和４年度

幹線道路・生活関連道路整備事業

令和4年度の当初予算額

950,091

13,694,819

道路建設課

年 度
計上
分類

担 当 課

県民・道路利用者

上位の施策

上位の施策

地域の魅力・活力向上や小さな拠点づくりなど地域の課題解決に寄与する道路や、生活に密着する道路における、幅員狭小・線
形不良区間等の未整備区間について、国庫補助事業や交付金事業、県単独の道路整備事業費を活用して２車線改良や１．５
車線的改良による改良事業を推進する。
令和４年度は幹線道路・生活関連道路（優先整備区間）を8.3㎞供用する予定。

国に対し、必要な道路事業が着実に進められるよう、国庫補助事業や交付金などの予算を十分確保し、必要な事業が多く残さ
れた地方に重点配分されるよう要望を行った。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

78.0

令和元年度

79.0

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

各地域と生活圏中心都市間や、一定規模以上の集落
と骨格幹線道路・市町村中心部間を、安全・快適に移
動できる道路空間の形成

78.777.9

101.2 102.3 － － ％

累計値
77.0 77.0

400,369

13,139,561

令和3年度の実績額

単位

％
79.0

－達成率 －

77.0

上位の施策

令和4年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和3年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・県内の国・県道の改良率は、全国平均７７．５％に対し、６９．８％（全国３７番目）と大きく下回っている。（令和２年４月１日現在
の数値）

令和３年度は、下記工区が供用開始され、安全・快適に移動できる道路空間が新たに形成された。
　（主）出雲奥出雲線　　　野尻２工区
　（主）田所国府線　　　 　宇野２工区
　（一）大田井田江津線 　後地２工区
　（主）三隅美都線　　　 　宇津川２工区
など、３５工区

・地域の魅力・活力向上や小さな拠点づくり等の地域課題解消に寄与、生活に密着する”幹線道路”、〝生活関連道路〟の整備
が未完了であり、幅員狭小・線形不良区間がある。

－

幹線道路・生活関連道路（優先整備区間）の改良率
【当該年度３月時点】

ＫＰＩの名称



１　事務事業の概要

1 3

2 4

２　ＫＰＩ（重要業績評価指標）の状況

３　現状に対する評価

令和4年度の

取組内容

評価を踏まえて

見直したこと

令和3年度に行った

ＫＰＩの他に参考とすべき
データや客観的事実

・Ｒ３街路整備率実績=74.6%（幹線街路延長：407.60km、整備済延長：303.641km)
・元町人麿線の橋梁上部工や神門通り線（2工区）の宇迦橋架替工事（下部工）など整備促進を図った。

・これまでの取り組みにより幹線街路の都市計画決定延長の７割が改良済みとなったことで、より多くの人々が安全で快適な都市
内移動を享受できるようになった。
・街路整備率については、揖屋馬潟線が令和３年度に供用したことから目標を達成できた。

・工事に必要な用地の確保が円滑に進まない（新大橋、飯島線等）。

－

街路整備率【当該年度３月時点】

ＫＰＩの名称

120,789

2,294,100

令和3年度の実績額

単位

％
75.1

－達成率 －

74.5

上位の施策

74.674.5

99.9 100.0 － － ％

累計値
74.6 74.6 74.7

令和元年度

74.8

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ⅶ－１－(1)　道路網の整備と維持管理

目標値

実績値

上位の施策

事 業 費
（千円）

うち一般財源
（千円）

事務事業評価シート

街路整備により、都市内移動を安全で快適にする。

令和４年度

街路整備事業

令和4年度の当初予算額

130,045

1,819,700

都市計画課

年 度
計上
分類

担 当 課

市街地の街路利用者

上位の施策

上位の施策

・市街地の交通円滑化や地域間交流に資する、都市の骨格となる街路整備を進める。
・安全で安心な歩行空間の確保のため、歩道整備を進める。
・中心市街地の活性化に取り組む市町のまちづくりと連携した街路整備を進める。
・歴史文化などの地域資源を生かした魅力あるまちづくりに資する街路整備を進める。

・事業の早い段階から住民や関係者との連携・調整をおこない、事業の効率的な進捗を目指す。
・丁寧な説明により事業の理解を求めるとともに必要に応じ土地収用制度を活用する。

目的

誰（何）を
対象として

どういう状態を
目指すのか

－

事務事業の名称

1

・市街地の工事であるため、利害関係者が多く、多様な意見があるため、個々の調整に時間を要している。

・事業の早い段階から住民や関係者との連携・調整をおこない、事業の効率的な進捗を目指す。
・丁寧な説明により事業の理解を求めるとともに必要に応じ土地収用制度を活用する。

「目的」の達成に
向けた取組による
改善状況

「目的」達成のた
め（又は達成し
た状態を維持す
るため）に支障と
なっている点

上記①（課題）が
発生している
原因

上記②（原因）の
解決・改善に向
けた見直し等の
方向性

②
原
因

成
果

実績値

－ －

課
題
分
析

①
課
題

③
方
向
性

達成率 ％－ －

2

目標値


